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1.事業実施概要 （1）背景/目的 実施方針

背景／目的

新型コロナウイルス感染症の影響拡大により、わが国経済は多方面で深刻な影響を受けている。この影響は当面継続する
ものとも考えられることから、かかる状況に対応しながら経済活動を持続するべく、新技術を活用した新常態を創造すること
が急務である。さらに、その社会受容を高めていくためには、国民の「日常」においてそれら新技術を実証・実装していくことが
非常に重要である。
ついては、新常態の創造に係る課題を有する地域において、当該課題を調査するとともに、その解決に資すると思われる新
技術及び当該新技術を活用した新たなビジネスアイデアを有するスタートアップ企業等の協力を得て新技術導入に係るデモ
ンストレーションを行い、その効果を測定する調査研究を行うことで、新技術の導入・普及による新常態の創造及び社会的
受容性の向上を目指す。

我が国の成長を阻害する課題の解決につながる新技術を、社会に広く告知し、「新しい生活様式」のより一層の実現加

速につなげる。

スタートアップ企業のテクノロジー紹介を“街”の中で実施するが、都市型の課題解決につながる新技術だけでなく、地方の

課題解決にもつながる新技術を紹介。さらに、国内の近未来の課題解決と新型コロナウイルス感染拡大や東京オリンピッ

ク・パラリンピックを見据えての直近の課題解決につながる新技術を紹介する機会とする。また、直近の課題を有する業種

を、飲食、旅行・宿泊、イベント、小売と定める。

実施方針

喫緊の社会課題
（飲食、旅行・宿泊、イベント、小売）

新型コロナウイルス感染拡大や
東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて

中長期の社会課題
少子高齢化、労働力不足、環境問題など

街中/施設内でのデモンストレーション、PR関連にて
参画スタートアップ企業の技術を紹介
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① 実証を行う地域の選定の考え方

目的に鑑みると、地域に求められる要件は以下の3点

1）新型コロナウイルス感染症の影響拡大に対応しながら経済
活動を持続するべく、新技術を活用した新常態を創造しや
すい地域であること

2）社会受容を高めていくために、国民の「日常」においてそれら
新技術を導入検討しやすい地域であること

3）特に顕著な課題を抱えると思われる地域あるいは典型的な
課題を有しており、ここでの実証により広くわが国の課題解決
に資すると考えられる地域であること

目的を満たす地域の要件

1）新技術活用に積極的な地域

2）新技術の実証・実装の経験がある地域

3）人の賑わいで経済活動を行ってきた業種が多い地域

上記を踏まえて、各都市の特徴や課題を踏まえて、

議論を進めた結果渋谷区（渋谷駅周辺）で実施することに決定。

渋谷区に決定した理由

1）渋谷区は、喫緊の課題をもつ産業（飲食店、エンターテインメント施設、商業施設、観光など）の集積地である。また、日
本を代表する街として未来の課題について検討している団体も発足している。

2）三密を回避しながら飲食やエンターテインメントを楽しめる新しい技術（混雑状況を把握できる技術、来場者を検温する技
術、オンラインライブ配信など）や買い物代行に係る技術、育児問題等を解決する技術等で上記課題を解決。

3）東急グループが渋谷区で積極的に、新しい生活様式のための取組実験を行うなど、大企業とスタートアップ企業との連携も
進んでいる。

4）自治体（渋谷区）も大企業やスタートアップ企業と連携して、新しい生活様式の導入に向けて積極的に活動を行っている。

1.事業実施概要 （２） 実証を行う地域の選定・課題の調査



5

① 実証を行う地域の選定の考え方（続き）

■渋谷エリア選定理由
• 渋谷エリアは、東急株式会社が「都内におけるイノベーション・エコシステム形成促進支援事業」の対象とな

る認定地域別協議会に令和元年度と令和2年度に採択されている。

• 令和元年度に東京都と東急が共同で①人流調査②屋上緑化とIoTとコミュニティ形成③AR建物管理を
事業を実施。

• 一般社団法人渋谷未来デザインが、国内最大級のソーシャルデザインをテーマにした都市フェスティバル
「SOCIAL INNOVATION WEEK SHIBUYA」を2018年から毎年開催。

• 渋谷区も独自で令和2年6月25日より新たな事業である「Innovation for New Normal from 
Shibuya」を立ち上げ、を開始。テクノロジーの力によって、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い生じた
社会的課題の解決を目指す、スタートアップ企業や大学、研究機関などから、新しいテクノロジーやアイデア
の募集

• 「スマートシティシブヤ」の実現に向けて、一般社団法人渋谷未来デザインは、東京大学先端科学技術研
究センターの協力のもと、渋谷区のスマートシティ化を進めるうえで基礎となるビッグデータやオープンデータを
推進する「一般社団法人渋谷未来デザイン データコンソーシアム」を令和2年7月2日に立ち上げて、産官
学民のデータを掛け合わせ、社会課題の新たな知見やソリューションを創出できる基盤を構築し、渋谷区の
行政サービスや社会サービスの開発と提供を目指している。

東京都におけるイノベーション・エコシステム形成促進支援事業「認定地域別協議会」
幅広いプレイヤーが活躍し、チャレンジできる世界を代表するイノベーティブな街を目指す
最先端のテクノロジーを活用した安心・安全な街を目指す

令和2年度 東京都におけるイノベーション・エコシステム形成促進支援事業
「認定地域別協議会」
渋谷にイノベーションの拠点を構える幅広いプレイヤーが活躍し、未来の起業家として誰もがチャレンジできる街の実現に取

り組む。また、テクノロジーで安心・安全を目指し、世界を代表するイノベーション都市として成長させることを目指す。

1.事業実施概要 （２） 実証を行う地域の選定・課題の調査
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1.事業実施概要 （３）概要

 国民一人一人が、新技術を活用した「ニューノーマル」を思い描けるようになることを目指す実験的取組を企図し、「NEW 
NORMAL LAB.渋谷」としてコロナ禍における社会課題の解決に寄与する新技術がもたらす「新たな日常」について情報発信

 特設ウェブサイトの開設、渋谷における関連スタートアップ技術デモンストレーションにより実施。三密を避け、一般参加者を集
客するホールイベント等は実施しない一方、効果的なメディア露出を狙い、メディア向けPRイベントを実施

特設ウェブサイト メディア向けPRイベント 技術紹介 in 渋谷

 経産省ドメインにて「New Normal Lab公式
サイト」を立ち上げ：
 関連技術を有するSUの紹介
 技術紹介Map

 日経電子版にタイアップサイトを立ち上げ、相
互リンク
 経産省インタビュー

施策の取組意義、SUの技術力と展望
 パネルディスカッション動画
 日経新聞再録

 日時：3月２日（火）13:00
 会場：渋谷ヒカリエホールB ※オフライン
 目的：施策概要・目的を直接説明し、正しい

理解を得るとともに、記者自身の体験及び効果
的な”画づくり”を狙い、Lab会場の取材に誘導

 誘致メディア：一般主要紙、TV・通信社、
WEBニュースメディア、週刊誌、技術紹介協力
会社の該当業界紙等

 主なプログラム：
 経済再生担当大臣ビデオレター
 経済産業大臣政務官挨拶
 渋谷区長挨拶
 施策概要説明
～Lab会場取材誘導（自由取材を想定）

 渋谷駅周辺を中心に、関連技術を有するSUの
製品・サービスを渋谷街中で紹介

 参加企業：
 LUUP、VACAN、 AWL、 タイムリープ、

SEQSENSE、プランティオ、 Donuts, ダブル
フロンティア、ChiCaRo、東急
※P10.～参照

メディア

キャラバン

技術デモンストレーション

＠渋谷区サイトデザイン
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1.事業実施概要 （４）事業実施のまとめ

 前述のとおり、多くの就業者や生活者の日常生活の場であり、飲食店・エンターテインメント施設・商業施設及び観光関
連施設等が集積している渋谷区は、新型コロナウイルス感染症の影響拡大による典型的な課題を抱える地域である。加
えて、同地域では、自治体（渋谷区）によるスタートアップ企業支援、自治体及び大企業によるスタートアップ企業の新
技術を活用した街づくりが積極的に行われており、スタートアップ企業の持つ新技術を活用した、コロナ禍における新常態
創出に係る課題解決検証、更には中長期の課題解決検証を行うのに最適な地域の一つであることから、渋谷区において
本事業を実施

 国民一人一人が、新技術を活用した「ニューノーマル」を思い描けるようになることを目指す実験的取組を企図し、「NEW 
NORMAL LAB.渋谷」として実施

 スタートアップ企業、大企業、自治体、国の四者連携により、リアルタイムで密状況を可視化する新技術、密を避けた短距
離移動を可能にするパーソナルモビリティ、離れた家族や保育士による保育支援を実現する遠隔協同子育てロボット、水
道設備の無いところでも手洗いを可能にする新しい手洗いスタンド等、本事業が掲げる課題を解決する技術を有する幅広
いスタートアップ企業の参画を獲得したほか、各主体のリソースを活用して効果的な技術デモンストレーションを実現した

 技術デモンストレーションの結果、各社においてサービス開発時に想定されていた狙いに止まらず、転用や導入場面の変更
等により、コロナ禍における課題に即応できる可能性が判明する等の成果を得た一方、実装されインフラとして安定的に運
用されていくためには安全面などでの更なる整備が必要であることや、知名度の低さといった課題も明らかになるなど（各参
画スタートアップ企業別の成果・課題はP.30～P.39参照）、今後、関連技術の社会実装の更なる推進や社会受容の
向上に貢献する示唆を得た

 今後、「NEW NORMAL LAB.渋谷」の取組をモデルケースとして、同種の取組が様々な地域・自治体へ広がり、地域固
有の課題解決及び我が国全体の課題解決に資するものとして展開していくことを検討していく。



2．事業内容
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■考え方

 渋谷区とは、過去の実証実験の参画企業や現在の実施中の企業、今後実施を検討している企業について、紹介をいただ
き参加依頼の調整を図った。

 また、渋谷区内の公共施設等での実証の協力をいただけるように話を繰り返した。その結果、渋谷区役所内の
MIYASHITA PARKでの実証を実現した。

 渋谷区に多くの施設を保有する東急グループへの協力の依頼を行った。その結果、会場となったヒカリエホールや実証の場と
して、SHIBUYA FUKURASU、Plug and Play Shibuyaでの実証を実現した。

 スタートアップ企業は、経済産業省のJ-Startup参加企業・団体、渋谷区や東急グループからの紹介を中心に、日本の喫
緊の課題と未来の課題解決につながる企業・団体に参加要請を図った。

 日本の喫緊の課題は、新型コロナウイルス感染拡大による影響が大きく、東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて重要
な産業となる飲食、旅行・宿泊、イベント、小売の支援。

 未来の課題解決は、新たな働き方の促進・定着、人口減少高齢社会への対策、デジタル化・グリーン化を中心にした企業
の成長力強化 など内閣府経済諮問会議で議論されているテーマ。

 これらの課題解決を目指す新たなテクノロジーを所有するスタートアップ企業に参加を要請。参加要請をした企業・団体は、
は後述。

２.事業実施概要 （１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

①新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い生じた国民の経済活動が継続できない課題解決を目指す新たなテクノロジー

※課題に照らし、以下に掲げるスタートアップ企業について、有する技術の調査及び本事業への参画を検討・調整
（事業参画企業には★を付している。）

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

１ 株式会社Luup

電動キックボードをはじめとする、電動マイクロモビリティの
シェアリングサービス「LUUP」を展開する2018年設立の
ベンチャー企業。好きな場所から好きなタイミングで電動
キックボードに乗ることができる社会を実現することで、住
民の普段の交通や観光時の利便性を向上させ、地域
の不動産・店舗の価値の向上に貢献。

より快適で、より愉しい”新しい短距離移動”を渋谷の
街から発信。また、LUUPの技術が若者だけではなく高
齢者や障碍者等すべての人々ににとって役立つ技術
であることを発信し”渋谷のNewnormal”を創り出し
ていく。

モビリティ

２ 株式会社バカン

AIやIoTを活用して、レストラン・カフェやトイレなど、あら
ゆる空席情報を提供するサービスを展開。
「いま空いているか1秒でわかる、優しい世界。」の実現
を目指す。センサーやカメラで混雑状況を自動検知し、
デジタルサイネージやスマートフォンにリアルタイムに表示。
東京、大阪、札幌、福岡などにサービス展開中。

withコロナ時代において感染防止の一環として常に”
密”を避ける行動が日常化してくる。その人々の行動を
VACANの技術がサポートし、その技術・情報を今回
のイベント・実証実験で世の中に大きく発信し安心安
全な街「渋谷」という情報を
広めることができるため。

AI、観光、コロナ禍

3 ABAL株式会社

システムとハードを組み合わせ、VR空間内での自由移
動・体験共有を可能にするソリューションを開発。VR空
間構築における数々のノウハウを集積したユーザーやクリ
エーターにとって魅力的な数々の機能によって、従来の
XRコンテンツ制作よりもはるかに安価で効率的なコンテ
ンツ制作を可能にする。

コロナ禍におけるソーシャルディスタンスを前提としながら、
様々な体験を共有する事を可能にする。さらに、今後
訪れるであろう「アフターコロナ」と呼ばれる時代において
も、人々の心を動かす、リアル以上の体験を作り出すこ
とができるテクノロジーとして体感してもらう。

VR,エンタメ

4 AWL株式会社

独自のAIエッジコンピューティングデバイス「AWL BOX」
と、スマホやサイネージにインストールして使える「AWL 
Lite」により、既存の防犯カメラやデバイスを簡単にAI化
し、防犯、マーケティング、接客支援、業務の効率化を
実現。

誰もが安心（体温測定、防犯など）して訪れることが
できる街づくりのための
１つの技術としてAWLのテクノロジーを紹介。

AI,セキュリティ

5
タイムリープ
株式会社

複数店舗をまたいだ接客を可能とする遠隔接客サービ
ス「RURA」を開発。
テクノロジーの力で社会構造を変えることで、人類を労
働から解放し、一番大切なことに時間を使える世界の
実現を目指す。

複数店舗をまたいで遠隔で接客が可能な非接触が叶
うだけでなく、障害者の雇用
支援など、多様性の社会にも対応できる先進技術が
あることをアピール。

コロナ禍、リモート

★

★

★

★

★
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

①新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い生じた国民の経済活動が継続できない課題解決を目指す新たなテクノロジー

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

6
Mira Robotics
株式会社

遠隔操作のアバターロボットと、その様々なロボットを統合
管理するプラットフォーム"ugo（ユーゴー）"を開発。人と
ロボットの分業モデルと環境データの収集分析によって、従
来の労働集約型の日常業務を最適化し、少ない労働力
で成り立つ運用システムを構築する。

AIによる学習機能も備えたロボット「ugo」を実際の渋谷
の施設で実証することで、
コロナ禍での感染予防対策だけではなく、労働の最適化
を図るテクノロジーとして紹介する。

ロボティクス、コロナ禍

7
SEQSENSE
株式会社

画像認識技術やセンサー技術など高度なテクノロジーを駆
使することで生まれた自律移動型のセキュリティロボット
「SQ-2」の開発。人手不足が深刻な巡回警備業務を人
に代わって、もしくは人と分担していくことが可能になる。
平和な日常を保つため「世界を変えない。」をミッションとす
る。

全自動の立巡回警備、遠隔通話による案内等の機能
を備えたロボットにより、
人手不足の問題解決や、コロナ禍において重要な非接
触での警備体制を支える技術として紹介する。

ロボティクス、コロナ禍

8 株式会社NearMe

「相乗りで、移動をもっと快適に。」をメインコピーとして、今
いる場所からの移動や興味をリアルタイムにマッチングしたり、
地域の良いモノ・コトが発見できるプラットフォームを作り、
地域活性化に貢献。

日本の情報・文化の発信基地である渋谷を起点に実証
実験を始めることで日本人だけでなくインバウンド客に対
してより効率的な移動（空港⇒渋谷等）をアピール
し、来日意欲を高めるきっかけを作ることができる。

シェアライド

9 株式会社uni’que

株式会社ユニックのサービスであるleap2liveは、あなたが
大好きなアーティストをオンラインで招いて
ライブパフォーマンスを体験できる、新しいライブのかたちを
提供。

コロナ禍においてライブの愉しみ方が大きく変わるなかで、
New normal時代の
エンターテイメントの愉しみ方、ビジネススタイルを紹介。

エンタメ

10
株式会社
DIRIGIO

テイクアウトメニューの検索・注文アプリ「PICS」を提供。ア
プリでテイクアウト料理を事前注文し、できたての料理を受
け取り、家やオフィスで食べる。そんな新しい体験の創出を
目指す。

コロナ禍において飲食店の密を避け、"待たないテイクアウ
ト"で、快適な家中やオフィスでの食生活をサポートする
技術があることをアピールする。

家事支援、コロナ禍

★

★
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

①新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い生じた国民の経済活動が継続できない課題解決を目指す新たなテクノロジー

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

11
SHOWROOM
株式会社

出演者と視聴者がギフティングやコメントを通じたリアルタイムコ
ミュニケーションができるライブ配信プラットフォーム
「SHOWROOM」や、スマートフォンだけでバーチャルライブに参
加できるVRライブプラットフォーム「SHOWSTAGE」などのエン
ターテインメント事業を展開。プロのクリエイターによって製作され
た高品質の縦型動画コンテンツを提供する次世代動画サービ
ス「smash.」を提供。

コロナ禍においてライブの愉しみ方が大きく変わるなか
で、New normal時代のエンターテイメントの愉しみ
方、ビジネススタイルを紹介。

エンタメ

12
CYBERDYNE
株式会社

医療、介護福祉、生活支援分野等で活用されるロボットスー
ツの研究開発・製造・販売及び製品を利用したサービスを展
開。人・ロボット・情報系を融合複合した新領域「サイバニクス」
を駆使し、深刻化する少子高齢化社会における様々な社会
課題の解決のため、医療、福祉、生活、職場を中心に、革新
的サイバニクスシステムを研究開発・製造・出荷し、あるべき姿
の未来を創るための事業推進に注力。

ロボットによる消毒作業を自動化・無人化で行うこと
ができ、実際のイベント会場で実証実験を行うことで、
コロナ禍での感染予防を支援する新技術を体験して
もらう。

医療、介護、
ロボティクス

13 株式会社ZMP

「Robot of Everything – 人が運転するあらゆる機械を自
動化し、安全で、楽しく便利なライフスタイルを創造する」という
ミッショ ンのもと、①ADAS、自動運転開発用プラットフォーム
及びセンサ・システム、②移動体メーカ向け自動運転等の開発
支援、実験代行、③物流支援ロボティクスットの開発・販売。

人とロボットの共存を、ZMPの技術と構想とともに紹
介し、New normalシティ渋谷の新しいあり方を見つ
けていく。

ロボティクス、コロナ禍

14 株式会社メドレー

日本最大級のオンライン診療システムである「CLINICSオンラ
イン診療」 を中核として、患者と医療機関双方にとって、テクノ
ロジーの恩恵を受けることのできるプラットフォームづくりに注力。
患者のための医療情報サービス「MEDLEY」、納得できる老人
ホーム探し「介護のほんね」など、生活者に向けた適切な情報
提供の領域にも取り組んでいる。

withコロナにおいて、海外旅行者も安心して訪れるこ
とができる街として、”遠隔医療”の充実がポイントとな
ると考えており、その１つとしてMEDLEYのテクノロジー
を紹介していく

ロボティクス、福祉

15
株式会社
ネクストシステム

画像認識、映像解析、行動解析、ジェスチャー認識などの開
発を行っており、ディープラーニングに必要な教師データの自動
作成も行うなど、一貫した人工知能システムを開発

オンライン上の仮想試着（＝リモート試着）が可能
なサイネージや、非接触で動きに反応するサイネージ
など、コロナウイルス感染拡大による行動様式の変化
に対応していける技術があることを紹介。

AI、画像認識

★

★
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

②これからの日本が抱える社会課題の解決を目指す新たなテクノロジーであること

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

１ 株式会社Liquid

携帯電話事業会社で契約時に使用した本人確認情報
を、ベンチャー企業が提供する技術を介することで、非対
面での金融機関の口座開設を実現するサービスLIQUID 
eKYC システム（ASP）を展開。

既に多くの企業が導入している技術であり、コロナ禍にお
ける非接触型・非対面技術の進化を紹介していく

コロナ禍、リモート

２ 株式会社シナモン

人間のように文書を読み取るAI OCRの「Flax 
Scanner(フラックス・スキャナー)」を中心に、独自開発の
人工知能のエンジン提供を行っており、多数の国内大手
企業への提供実績を有する。「日常的に発生する無駄な
業務をなくし、人が創造性溢れる仕事に集中できる世界
を目指す」をミッションに、企業の生産性を改善する人工
知能プロダクトの開発・提供を行う。

働き方改革としてより効率的な業務推進を
CINNAMONの技術がサポートし、これからの社会が目
指す健康経営を生み出す技術である。

AI、言語

3
株式会社
ChiCaRo

現代育児の課題であるワンオペ育児を遠隔支援ロボット
ＣｈｉＣａＲｏのテクノロジーと遠く離れた家族の力で
助けることをミッションとしている。

子育てにおけるワンオペ問題や共働きによる子育て負担
など育児問題の一助となるテクノロジーをCHICAROの
想いとともに紹介。より大きなソリューションとして少子化
問題対策にも言及していく。

子育て

4
株式会社
I'm beside you

Zoomなどのオンラインコミュニケーションをマルチモーダル
AIで解析することで、参加者一人一人の反応をフィード
バックするサービス「I'm beside you」を開発。「唯一無
二をみえる化する」をミッションとして掲げる。

新型コロナウイルス感染拡大の影響でオンライン会議や
オンライン授業が普及している中で、オンラインミーティング
の参加者一人ひとりの反応を定量的に把握することがで
きる本サービスにより、オンライン上でのコミュニケーションを
活性化させる。

教育、コロナ禍

5
株式会社
Hakobot

Hakobotは、自動走行ロボットの開発・販売・レンタルを
行う自動走行ロボットメーカー。 シンプルで親しみやすく、
操作性や価格の面で最も導入しやすい自動走行ロボット
の販売を目指し、現在開発を進めている。

コロナウイルスの拡大を機に世界で注目が高まっている、
コンタクトレス配送（非接触配送）を実現する自動走
行ロボットとして、配送の新常識を提案する。

ロボティクス

★

★

★
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

②これからの日本が抱える社会課題の解決を目指す新たなテクノロジーであること

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

6 株式会社ハタプロ
AIとIoT技術で街の日常を進化させる。
次の時代をつくる。総合ロボティクスカンパニー。AIロボット
による高齢者見守りやフレイル予防。

遠隔・非接触型のコミュケーションがこれからのスタンダート
となる中で、医療、介護、店舗接客における可能性を
HATAPROの技術とともに紹介していく。

福祉

7
クックパッド
株式会社

「クックパッドマート」：食（農家の野菜やレストランの料
理）を設置された冷蔵庫に届け中間マージンをとり、直接
生産者が消費者と繋がるアプリ。

コロナ禍においてイエナカまた家族で過ごす時間が増える
なか、より豊かな食生活や日本の食材を見直すきっかけ
としてCOOKPAD MARTのシステムを紹介していく

フードテック

8
ラッセル・
マインドフルネス

「オリジナルで愛おしい人生の実現」をサポートする、メンタリ
ング瞑想アプリ。信頼できるメディテーションや
ヨガのプログラムに加え、理論と実践法・役立つ情報を、一
人一人にあわせて毎日お届けするメンタリング瞑想アプリ
"RussellME"の開発。

生活のあらゆる接点で取り入れられ、アートやエンターテイ
ンメントを活かした誰もが楽しめるマインドフルネスを通じ
て、New normal時代の新たな人生の楽しみ方を提案
する。

ウェルビーイング

9 株式会社TRINUS

全国に散らばる4000人のクリエイター、1万人を超える
ユーザー、300社を超える製造パートナーを利用して、ユー
ザーのフィードバックを得ながら商品を開発するプラットフォー
ムを運営。

「未来の日常生活品」を作るのに必要な「技術」「デザイ
ン」「ユーザー」をマッチングさせ、より良い日常生活を支え
る新技術を世界に生み出していくプラットフォームとして紹
介。

製品開発

10 株式会社MESON
MRグラス「NrealLight」を使って、自分の部屋を、お店以
上に便利で楽しく買い物ができる空間にすることができる
MRショッピング体験。

主戦場をECへと移行していく企業も増えたが
このECでの買い物体験を、さらに価値あるものに進化さ
せる未来の技術としてMRショッピングを紹介していく

MR、エンタメ

★

★
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

②これからの日本が抱える社会課題の解決を目指す新たなテクノロジーであること

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

11
有限会社
ソリューションゲート

学習塾指導の授業用ツール、就職活動用ツール、教育ビ
デオ制作など、教育コンテンツの企画・制作を幅広く手がけ
る。
ロボット先生：非接触型で子供に学習機会を提供。

コロナ禍で、オンライン授業など教育あり方についても議
論となった。平時じゃなくとも、安定して子供たちが教育を
受けられる世の中にするためのソリューションとして紹介し
ていく

教育、コロナ禍

12
株式会社
アドリブワークス

誰もが簡単に仲間を集め、資金を集め、知見を集め、事
業アイデアを具現化するための様々なサービスを提供。
（地方創生事業、コワーキングスペース運営、食品製造
販売事業 他）

フリーランスがより高い目標にチャレンジする環境を提供す
るサービスとして紹介していく。

起業、働き方

13
株式会社
シェアダイン

調理師や管理栄養士などの食の専門家による出張料理
のサブスクリプションサービス

共働き夫婦が当たり前な時代に加え、外食などを遠ざけ
家で過ごす家庭が増えている。そんな時代の家事・子育
てを効率化する新たなサービスとして紹介していく。

子育て、家事支援

14
株式会社
フライウィール

データ及び人工知能を活用したサービスソリューションの提
供

集団感染などを回避するため、商業施設などでの3密を
さけるためのツールとして、AIを活用した来客予想サービ
スを紹介していく

商業施設支援

15 akippa株式会社

契約されていない月極駐車場や個人宅の車庫・空き地・
商業施設など空いているスペースに、15分単位でネット予
約して駐車できる駐車場予約アプリ「akippa」を提供。現
在、予約駐車場サービス・駐車場シェアサービスで業界1
位となる駐車場拠点数を確保しており、2019年7月現
在会員数は130万人を突破。

違法駐車が引き起こす、都市部の渋滞やそれが引き起
こす様々な問題を解決するサービスとして紹介していく

AI、観光、コロナ禍
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

②これからの日本が抱える社会課題の解決を目指す新たなテクノロジーであること

参加想定企業 ロゴ 概要 選定理由 カテゴリー

16
ピクシーダスト
テクノロジーズ株式
会社

市販の電動車いすに取り付けて自動運転を可能にする装
置「xMove（クロスムーブ）」を開発。 音・光・電磁波な
どの波動制御技術「HAGEN 波源」をコアに事業を展開。
プロダクトディプロイ型事業として、独自の波動制御技術を
コアに企業と新製品や新サービスを共同開発。 空間開発
型事業として、顧客企業が抱える課題の解決に向けて、
空間を把握・制御するソリューションを開発。

データをもとにした感染防止策。そして感染防止だけでな
く経済回復の両立を
掲げていることで今回のイベントともマッチしていると考えら
れる。

医療、介護、
ロボティクス

17 株式会社ACES

画像認識を中心としたAIアルゴリズムの力で、 リアル産業
のDX(デジタルトランスフォーメーション)を推進し、 シンプル
な社会を実現する会社。 リアル産業のDXに特化した画
像認識AIクラウドソリューションであるSHARONを提供。

優れた画像認証技術で非接触型コミュニケーションを円
滑にするだけでなく、
フィジカル・メンタル両方の健康状態もチェックできることで
ウェルビーイング
観点での訴求にも期待できる

AI、画像認識

18 株式会社UsideU

人々の働き方に革新をもたらすと共に、それを通じて時間
と場所に制約を受ける知的情報サービスをすべての人々に
普及させることを目標に、法人向け遠隔接客販売ツール
「TimeRep」、個人事業主向けのリモートサービス支援
ツール「TimeHut」の2つのサービスを開発・提供している
スタートアップ。

コロナ禍における非対面・非接触型のコミュニケーションを
生み出し、
また新たな雇用（地方雇用、障碍者雇用など）を生み
出すソリューションである

コロナ禍、リモート

19 株式会社JDSC
配達先の現在と将来の在不在をAIによって予測し、不在
配達の回避を支援するサービスを提供。

EC市場の拡大により配送業への負担・人材不足が叫ば
れているなかでJDSCの技術がその一助となっていることを
紹介

AI
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2．事業内容

（１）地元自治体、スタートアップ企業及び関連事業者等との調整等

■体制図
• 経済産業省と渋谷区が連携し、さらに渋谷エリアで社会実験の経験がある東急株式会社と連携し、渋谷エリアの課題に則した

スタートアップ企業及び関連事業者等との調整を図り事業を進める。渋谷区で、ニューノーマルに対応した街づくりを目指す。

連携

連携

連携

行政

大企業

スタートアップ企業

・全体統括
・地域の課題の同定
・課題解決に資するスタートアップ企業との連携
・技術デモンストレーション実施に係る調整

・新技術を活用した街づくりを見据えたスタートアップ企業との連携
・技術デモンストレーション実施に係る調整（所管施設等）

・新技術による課題解決
・各社の有する最新技術、サービスのデモンストレーションの紹介/実施
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■実施概要

プロジェクト名を「NEW NORMAL LAB渋谷」と命名して、2021年3月2日（火）に、「NEW NORMAL LAB」
事業概要発表会を2部構成で実施した。

＜第1部＞発表会：13:00～13:45
＜第2部＞LAB会場取材会：13:45～16:00

第1部 発表会 LAB会場取材会
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会の実施会場

Address
•〒150-8510 東京都渋谷区渋谷2-21-1
Transportation
•JR線・京王井の頭線「渋谷駅」直結
東京メトロ銀座線「渋谷駅」と1階で直結
東急東横線・田園都市線・東京メトロ半蔵門
線・副都心線「渋谷駅」B5出口と直結

渋谷ヒカリエ ヒカリエホール ホールB

ホールB 利用可能面積：約650㎡

床面積／床仕上げ
／形式

300㎡（24.0m×12.0m）長尺
塩化ビニル仕上げ／平土間形式

床耐荷重 500㎏/㎡

床配線ピット あり

有効天井高 6.8m

ホワイエ床面積／仕
上げ

270㎡／タイルカーペット仕上げ
（OAフロア）

収容人数

シアター形式：264席
スクール形式：150席

パーティー形式(立食)：約160名
最大収容定員：301名

機構設備
道具バトン 7本・照明バトン 7本
アッパーホリゾントライトバトン 1本・

ホリゾント幕

電源容量
照明用 3φ4ω：90kVA／催事
用 1φ3ω：60kVA／動力用

3φ3ω：20kVA

控室・楽屋

9F：主催者控室B1(43㎡)、主
催者控室B2(17㎡)
10F：楽屋５(30㎡)、楽屋６
(19㎡)／楽屋事務室１室

使用会場：ホールB(300㎡)
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会の新型コロナウイルス感染症対策と対応-1

○スタッフの取組

・マスク着用でのご案内
・手指の消毒
・検温
・１時間ごとに受付の消毒、会場内換気
・ソーシャルディスタンス（一定の距離）の確保

○来場メディアへのお願い

・マスク着用でのご来場
・入口での手指の消毒
・入口での検温
・受付でのコロナ感染症チェックリストの記入
・ソーシャルディスタンス（一定の距離）の確保
・大きな声での会話の自粛
・体調が悪い、発熱がある場合ご来場の自粛

2．現場での検温と発熱のお客様への対応

・デモンストレーションの一環として、AWL様の検温システムを導入(予定)
システム上抵触した方は、実際に受付に用意した体温計で再確認
を行い再度「37.5℃以上」の場合は、入場をお断りする。

3．「東京版新型コロナ見守りサービス」の導入促進

・会場内内で新型コロナウイルス感染症の罹患者が発生した場合に、
施設の訪問履歴に基づき利用者に感染情報を通知する
新型コロナウイルス接触確認アプリ「cocoa」導入を促す。

1．現場での感染予防対策

当日の対応
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会の新型コロナウイルス感染症対策と対応-2

当日以降の対応

PCR検査を受診することが確定した方がいた場合に、
コロナ感染症チェックリストの記入内容等をもとに
以下の連絡内容を渋谷ヒカリエ担当者様お伝えする。

PCR検査者の情報提供

〇連絡内容

・対象者のPCR検査日および検査結果の判明日
・対象者の経緯、症状 ※発症日(体調異変後)～当日まで
・渋谷ヒカリエへの最終来館日時
・滞在環境、行動経路等
・保健所への連絡の有無、保健所からの指示や
指導内容(消毒可否・濃厚接触者の特定状況など)

・対外的な公表の有無、または予定

なお、渋谷ヒカリエにおいて状況に応じた対応を行うにあたり、
感染者発生(疑いを含む)事実について、
感染予防対策に必要となる範囲(個人情報などは除く)で、
渋谷ヒカリエ関係者等の第三者に情報提供される場合がある。
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会のスケジュール

撤収スタート

TIME Lap Contents 登壇者

13:00 1’ 開会アナウンス～趣旨説明 MC

13:18 15’ プロジェクト 概要説明

13:33 10’ 質疑応答

13:08 5’ 挨拶② 長谷部 区長

13:43 1’ 閉会アナウンス

デモンストレーション取材開始

13:13 5’ フォトセッション

備考

◆センター演台にてプレゼンテーション

◆発表会終了後、取材スタート
※ツアーなどは組まずに自由取材

経済産業省 新規事業創造推進室 室長補佐 髙木 彩

経済産業省 新規事業創造推進室 室長補佐 髙木 彩
渋谷区 経営企画部副参事 国際戦略推進担当課長 田坂克郎

MC

佐藤 経済産業大臣政務官／長谷部 区長

12:30 30’ 会場

PROGRAM

13:00-13:44
「NEW NORMAL LAB 
渋谷」事業概要発表会

◆センター演台にてご挨拶

デモンストレーション
取材

13:01 2’ メッセージ上映
◆西村経済再生担当大臣の
映像メッセージ

13:03 5’ 挨拶① 佐藤 経済産業大臣政務官 ◆センター演台にてご挨拶

◆フォトセッション後、両者ご退席
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■NEW NORMAL LAB渋谷 事業説明の当日の資料
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会の様子

事業説明会についての説明 西村経済再生担当大臣のビデオコメント

経済産業省 佐藤政務官からの挨拶 長谷部渋谷区長からの挨拶

フォトセッション NEW NORMAL LAB渋谷 事業説明
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会場前の参加企業のデモ展示の様子

ChiCaRoの展示 Donutsの展示

nearMEの展示 TIME LEAPの「RURA」の展示

AWLの展示 プレス受付の状況
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場での参加企業一覧－1

参加企業 ロゴ 概要

デモンストレーション参加企業

１ 株式会社Luup
LUUPの電動キックボードを渋谷の街で。

こがずに乗れる、新たなモビリティ体験を。

２ 株式会社バカン
スマホやタブレットで渋谷区役所レストルームの空き情報を
表示。待ち時間を気にしない、快適な体験を提供。

３ AWL株式会社
AI搭載のサーマルカメラを使い、実際に体温検知。

マスクの上からでも、複数人でも。高精度な検知を可能に。

４ タイムリープ株式会社
WEB経由で、複数箇所をまたいだ遠隔接客を実演。

その場に人がいなくても接客が可能に。

５ 東急株式会社
Wifiとリクライニングシートを完備し、まるで動くシェアオフィス
のように活用できる通勤バスが実際の街を運行。

６ 株式会社Donuts
サイネージを使ってSAVE LIVEHOUSE PROJECTの概
要を説明。実際のライブ配信の様子も公開。
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場での参加企業一覧－2

参加企業 ロゴ 概要

デモンストレーション参加企業

７ SEQSENSE株式会社
ロボットが施設内を自動で動き実際に警備。
警備の様子がわかるロボット視点の映像も公開。

８ 株式会社ChiCaRo
子育て支援ロボットのChiCaRoが実際の保育園に登場。

AI搭載予定のモデルを使って、子どもたちとの交流を予定。

９ ダブルフロンティア株式会社
ライフ渋谷東店前で『ツイディ』の買い物代行サービスをご
紹介。

１０ プランティオ株式会社
IoTプランターで、最適な水やりタイミングや発芽の時期を
可視化。新しい野菜栽培のカタチをご紹介。

11 WOTA株式会社
水道いらずの、手洗いスタンド「WOSH」でいつでもどこでも
安心安全な新しい手洗い体験を。
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■デモンストレーション内容
検温感知システムの実展開

■実施場所
1か所/ヒカリエホールBへの導線上(A)

■デモンストレーション内容
遠隔接客サービス「RURA」の実展開
1)AWLシステムのディスプレイ展開
2)遠隔監視のバックヤードデモ

■実施場所
2か所/   
1)ヒカリエホールBへの導線上(B) 2)1)奥スペース(C)

■デモンストレーション内容
ライブ配信サイト「ミクチャ」の紹介

■実施場所
1か所/   ホールB前(D)

■デモンストレーション内容
nearMeの紹介

■実施場所
1か所/   ホールB前(E)

2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■発表会の会場での参加企業のデモンストレーション展示

A C

D

B

E

F

■デモンストレーション内容
nearMeの紹介

■実施場所
1か所/   ホールB前(E)

■デモンストレーション内容
遠隔協同子育てロボットChiCaRoの紹介
■実施場所
1か所/   ホールB前(F)
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2．事業内容

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場での参加企業のデモンストレーション展示
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
株式会社Luup

■展示場所
WeWorkアイスバーグ

■デモ内容
Luupは、電動キックボードなど電動・小型・一人乗りのマイクロモビリ
ティのシェアリング事業を展開。
今回のデモでは、WeWork敷地内で、電動キックボードを展示。

＊当日は荒天のため走行体験は中止。

2．事業内容

■成果と課題
• 公共交通機関の密を回避する新たな短距離移動の手段として、

改めて認知度を向上
• 荒天時における安定的な運用や安全性の確保には課題が残り、

今後も自治体などとの調整が必要であると考える
• 今後は使用エリアの拡大、ポートの増加などにより利用者数が

増えることで実装可能なエリアも増え更に多くの人に注目される
技術になると考えられる
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
株式会社バカン

■展示場所
渋谷区役所8～9階のトイレ状況を9階のモニターで確認

■デモ内容
バカンは、スマートフォンの地図上にお店や施設の「空き」「混雑」の情
報をリアルタイム配信できるサービス「VACAN Maps」を提供するス
タートアップ企業。今回のデモでは、渋谷区役所内のトイレの混雑状
況を可視化。

2．事業内容

■成果・課題
• タブレットによる表示・運営では（既に実装されている）大型サイ

ネージと同様の効果を得ることは難しいといった課題が見出された
• 一方、施設の密情報や災害時の避難所の情報提供等を伝え

ていく手段としては非常に有益なものであり今後の拡がりに期待
• 今後飲食店、エンタメ施設などでの更なる実装の広がりを目指す
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
AWL株式会社

■展示場所
ヒカリエホールホワイエ
Plug and Play Shibuya

■デモ内容
AWLはリテール店舗の課題解決、価値向上を実現するためのAIカメ
ラソリューションを開発、提供。今回のデモでは、その技術を利用した
「AWL Thermo」を設置し、マスクや帽子を着用しているお客様でも
的確に額をとらえて検温し、複数人でも、4m先から高精度に検知し、
会場の安全を確保。

2．事業内容

■成果・課題
• 本事業を通してタイムリープ社（RURA）とのコラボレーションによ

り、所謂接客だけでなく、コロナ対策としての消毒、検温を“人を
通して”推奨するような場への活用可能性を発見することできた
のは大きな成果と言える

• 本事業を通して人の往来が多い店舗や飲食店などが入る複合
施設での導入数を増やし、国民の安心安全な生活へとつなげて
いくことに期待したい
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
タイムリープ株式会社

■展示場所
ヒカリエホールホワイエ
Plug and Play Shibuya

■デモ内容
遠隔接客サービス「RURA」は、WEBを経由することで、少人数のス
タッフで複数店舗をまたいだ接客が可能なサービス。今回のデモでは、
遠隔接客で「AWL」のサービスの紹介を体験した。

2．事業内容

■成果・課題
• デモンストレーションにおいて遠隔地からスタッフが参加していること

が伝わりにくく、この技術の利点（遠隔地から接客、雇用創出
等）を伝える方法を検討していくべきと考える

• 今後は、大企業と連携し、非接触での接客を拡大し、国民の快
適で、安心安全な生活の支援をより強めていくことに期待したい



34

（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
株式会社Donuts

■展示場所
ヒカリエホールホワイエ
渋谷フクラス

■デモ内容
Donutsが提供するミクチャは動画/ライブを簡単に投稿することでコ
ミュニケーションを楽しめるサービス。今回のデモでは、同社が新型コロ
ナウイルスの影響により苦境に立たされたライブハウスやイベント関連企
業、アーティストなどの支援プロジェクト「SAVE LIVE HOUSE」の説
明動画を放映。

2．事業内容

■成果・課題
• 同種のデモンストレーションによる技術PRを行うに際しては、実際に

ライブハウスを繋いだリアルタイムでのデモンストレーションによる訴求
が有効であると考えられる

• 今後は、ライブハウスやイベント関連企業、アーティストなどの支援プ
ロジェクト「SAVE LIVE HOUSE」をより一層促進し、新型コロナ
ウイルスの影響により苦境に立たされている関連事業者の喫緊の
課題解決に資することが期待される。
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
SEQSENSE株式会社

■展示場所
渋谷フクラス

■デモ内容
SEQSENSは、画像認識技術やセンサー技術など高度なテクノロジー
を駆使し、生まれた自律移動型のセキュリティロボット「SQ-2 
SECURITY ROBOT」を開発。今回のデモでは人手不足が深刻な
巡回警備業務を人に代わってセキュリティロボが警備する様子を取材。
ロボが自動で動き回る様子やロボの警備映像を遠隔で確認した。

2．事業内容

■成果・課題
• 本プロダクトを社会実装させるには、安全面等に関して導入施設側と

の調整に課題が残ることが改めて明らかになった。スムーズな導入に
向けてはより円滑な導入施設との連携を図っていく必要がある。

• 導入後は本プロダクトは無人での稼働が可能であり労働力不足の改
善の一助となることに期待できる
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
株式会社ＣｈｉＣａＲｏ

■展示場所
渋谷区立氷川保育園/ヒカリエホールホワイエ

■デモ内容
ＣｈｉＣａＲｏは現代育児の課題であるワンオペ育児を手助けす
るため、国立大学法人電気通信大学と共同研究し開発した遠隔協
同子育てロボット。
ＣｈｉＣａＲｏに付いた画面を通して、遠隔でコミュニケーションを
取ることができ、タブレットなど使ってＣｈｉＣａＲｏと追いかけっこや
おままごと、かくれんぼなど 身体を使った「遊び」によるコミュニケーション
をすることが可能。今回のデモでは、実際に保育園に実機を導入し、
保育士と子供たちが、ＣｈｉＣａＲｏを通してあそぶ（リトミックな
ど）ことを体験した。

2．事業内容

■成果・課題
• 本サービスをより多くの施設、個人に導入するためには本サービスの

利点を実機のデモンストレーションだけなく遠隔地の家族と幼児をリ
アルに繋いで技術を効果的にアピールしていくことや、安全性のア
ピールが肝要であるということが改めて明らかになった

• 遠隔育児に対する注目度は高く、育児対象者を中心としたデモを
継続的に実施することで導入のスピードはあがり、今後の少子化
対策の一助になることに大きな期待を寄せる
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
プランティオ株式会社

■展示場所
Plug and Play Shibuya

■デモ内容
PLANTIOは、IoTやAIなどのテクノロジーを下支えとした皆で楽しく野
菜を育て時給自足できる「アグリテイメント」を提唱。今回のデモでは、
スモールサイズでコミュニティ栽培を可能にするIoTプランターを設置し、
IoTプランターのセンサーから日照量や水分量、気温、土の温度など
栽培データを取得し、ネットワーク上に蓄積・AIが自動で学習している
様子を確認。またアプリ上のコミュニティで専門家や栽培仲間がアドバ
イスしてくれる様子を紹介。

2．事業内容

■成果・課題
• 限られたスペースであっても展開でき、コロナ過でのオフィスビル屋上

等の空きスペースや家での時間の活用可能性が確認できたことは
成果といえる

• 本サービスの本サービスの導入促進に向けては実際に使用してい
る愛好者のユーザーボイスなどを活用することでより身近なテクノロ
ジーであることをさらに訴求できるものと思料
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
WOTA株式会社

■展示場所
MIYASHITA PARK

■デモ内容
WOTAは、水道のない場所での水利用を実現する、ポータブル水再
生処理プラント「WOTA BOX」を開発。「WOTA BOX」は最先端の
AI水処理技術によって、一度使った水の98%以上を再利用でき、
今回のデモでは、MIYASHITA PARKに設置され水道のない場所で
使用できる手洗いスタンド「WOSH」を紹介した。

2．事業内容

■成果・課題
• 本プロダクトは水道設備を必要とせず、簡易的に設置することがで

き、コロナ禍における手洗い設備の増設必要性に即応できることが
確認できた

• 災害時の避難所、屋外での衛生管理等での有益性を伝えること
ができると更なる社会実装の促進につなげるのではないかと考えら
える
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（2）実証の実施 ①当該新技術の展示やPR等を行うセミナーの開催及び当該セミナーにおける新技術の活用

■ LAB会場取材会

■提供会社
ダブルフロンティア株式会社

■展示場所
ライフ渋谷東口店

■デモ内容
ダブルフロンティアは、子育て世代が抱える“お買い物の課題”を解決
するため、育児や家事、仕事で忙しい人や、お店が遠くて行きづらいと
いう方に向けたお買い物代行プラットフォーム「ツイディ」を提供。

2．事業内容

■成果・課題
• 買い物代行というサービスで、コロナ禍において人との接触を避け

て日用品を入手することを実現するほか、新しい雇用を生むなど、
足元の課題に即応し得るサービスであるが、知名度の低さから
サービス内容が浸透しておらずデモンストレーションだけでは情報
訴求が弱いという課題が明らかになった

• 実際に本サービスを利用している顧客のリアルボイスなどを活用
することで本サービスの更なる社内実装に繋がると考えられる
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■考え方

2．事業内容

（3）広報活動

案内状
配信

より多くのメディアに届き、記事化が図れるように座組を設計。
案内状、リリース、当日の取材要項、NEW NORMAL LABのロゴ開発、NEW NORMAL LAB公式ホーム
ページの開設、日経電子版へのNEW NORMAL LABの目的や今後について発信することで関心や期待を
高めた。すべての施策が有機的に連携することを意識し、効率的、かつ効果的な広報活動を行った。

リリース
配信

当日の
取材要項
配布

ロゴ
開発

公式HP
開設

日経
電子版
掲載
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■案内状

2．事業内容

（3）広報活動
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■リリース

2．事業内容

（3）広報活動
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■取材要項

2．事業内容

（3）広報活動
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2．事業内容

（3）広報活動の実施

■ロゴ開発
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2．事業内容

（3）広報活動の実施

■NEW NORMAL LAB公式ホームページ
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活動結果

活動内容

 案内状作成、配信
 対象メディアリスト作成
 プレスリリース作成、欠席メディアへの配信
 取材要項作成
 取材誘致
 出席メディアリスト作成、更新
 当日メディア対応

（第1部：報道受付、プレスブリーフィング、フォトセッション対応、第2部：各取材会場でのメディア取材アテンド）
 掲載フォロー
 掲載記事収集、報告
 報告書作成

出席メディア数
第1部：20名
第2部：18媒体（延べ数）

掲載数 46件

2．事業内容

（4）効果測定

■ 活動概要
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2．事業内容

（4）効果測定

■3月12日付の日本経済新聞に5段広告。
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3．今後の展望

今回得た知見は、コロナ禍における短期的課題、日本が抱える中長期的な課題解決に
向けて、 今回の事業のように国（経済産業省）、自治体、大企業、スタートアップ企業の
交流・連携が重要であり、４者連携が促進することで課題解決への大きな力となることがわ
かった。
すなわち、全国で共通する課題に加え、この連携により地域固有の課題を同定し、地域の

スタートアップ企業の有する新技術を、大企業との連携も含めて活用し、その解決に資する
取組を行うことで、関連技術の社会実装の更なる推進や社会受容の向上に貢献し、新技
術を活用した新常態の創造を加速することが可能になるものと思料する。

これを踏まえ今後「NEW NORMAL LAB.渋谷」の取組をモデルケースとして、同種の取
組が様々な地域・自治体へ広がり、地域固有の課題解決及び我が国全体の課題解決に
資するものとして展開していくことに期待する。


